
１.表紙 第２回柑橘サミット開催!!
２.ニューフェイス紹介
３.地域おこし協力隊を振り返って
４.温州、中晩柑の価格推移について
５.農業肥料価格高騰事業紹介

６.ＣＭ大賞に応募します！
（伊方地区青年農業者協議会）

７．出前授業について
（八西地区青年農業者協議会）

８．農業者年金に加入しましょう！
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令和４年 12 月７日、伊方町柑橘サミット第２回が開催され
ました。
このサミットでは、農家を目指す農業大学校果樹コースの１

年生を対象に、将来伊方町で柑橘農家として就農してもらえる
ようにと、伊方町青年農業者連絡協議会が開催しています。
午前中は伊方サービスの園地を提供していただき、収穫体験

を行いました。学生たちは先輩である青年農業者達にみかんの
病気のことや、収穫スピードの上げ方などを学び、ときには談
笑するなどとても楽しんでいる様子が見られました。
最終的には園地の３／４ほどみかんを収穫することができ、

伊方サービスも助かったと感謝していました。
午後からは、地域おこし協力隊 伊勢隊員による鳥獣被害防止

対策講習を開催しました。
前半は、鳥獣被害とはどのようなものか、どのような被

害が多いのかなど説明をしました。説明の合間に質疑応答
の時間が設けられ、学生たちは積極的に質問していました。
後半は、屋外で伊勢隊員の指導の下、鉄筋柵を学生たち

で設置しました。流石に鉄筋柵を設置したことのある学生
はおらず、全員初めての体験でした。慣れない手つきで支
柱を打ったり、針金の巻き付けなどをしました。どの作業
も一生懸命取り組んでおり、学生たちは良い経験になりま
したと感謝の言葉を伝えていました。
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ӱਖ̧̱̹̥̫͉̽ȉ

長男だから、いつかは就農しようと考えていた。

Ӳͅزచ̳ͥͼιȜΐ͉ȉ 

朝が早くて夜も早い。お年寄りが元気なイメージ。

ӳ͈ࣽࢃ࿒ດ͉ȉ

独り立ち、園地拡大！

Ӵչ༷ͅབ͚̭͉͂ȉ 

人口増加、少子高齢化対策のための雇用・施設の確保。

ӵڰဥ੩଼߄ 

新規就業者支援対策事業
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ӱਖ̧̱̹̥̫͉̽ȉ

地元から離れた友達がいつ戻ってきてもいいように、自分が地元に残っていることで
友達が地元で働くきっかけになり共に伊方を盛り上げればと思い、親の跡を継ぎ就農
した。

Ӳͅزచ̳ͥͼιȜΐ͉ȉ 

大変な作業は多いが、自由に休みが取れて子供との時間
がたくさん取れるイメージ。

ӳ͈ࣽࢃ࿒ດ͉ȉ

独り立ちし、一人で作業をする際にわからないことがな
いように農業の知識や作業などをしっかり勉強する。

Ӵչ༷ͅབ͚̭͉͂ȉ 

人口の増加

ӵڰဥ੩଼߄ 

新規就農者支援対策事業
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こんにちは、地域おこし

協力隊：農業振興を担当し

ております。門田美妃です。

私が伊方町に移住をして

約２年…私が伊方町で一番

に望む生き方を見つけるこ

とができました。１年９カ

月と任期満了ではありませんが、令和５年３月いっぱいで協力隊を退任します。

私にとって移住をするだけでも、環境、生活すべてが大きく変化し、嬉しいこと

悲しいこといろんなことがありました。自分の直感や気持ちを信じて伊方町に移

住して、本当に良かったと思います。移住のきっかけが協力隊であったことから、

私の伊方生活を充実させてくれました。

伊方町に住むみなさんはとても個性豊かで人情味ある方が多く、家族や親戚の

いない環境でも心強く安心して自分の居場所を見つけることができました。

４月からは伊方町の柑橘農家

の一員となり、協力隊の活動で得

た知識や資格など活かして、伊方

の柑橘を盛り上げていきます！

みなさん、今後とも伊方町民と

して仲良くしてください！よろ

しくお願いいたします。

お知らせです
令和 5 年 3 月 11 日（土）佐田岬はな

はなにて大分県と愛媛県の協力隊合同イ
ベントを開催します！協力隊の日頃の活
動を表現できる出店や、来場者が楽しめ
るステージイベントなど企画中です。
詳しい内容は協力隊 Facebook や広報

いかたでお知らせ予定です。是非！予定
を空けてお誘い合わせの上、遊びに来て
ください♪協力隊一同心よりお待ちして
おります！
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平均相場
（円）

平均相場と出荷量 ／ 南 柑 20 号（12月） 出荷量
（kg）

450 135,000
400 120,000
350 105,000
300 90,000
250 75,000
200 60,000
150 45,000
100 30,000
50 15,000
０ 015日 16日 17日 19日 20日 22日 23日 24日 26日 27日 28日 29日
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出 荷 量平均単価

平均相場
（円）

平均相場と出荷量 ／ 伊 予 柑（１月） 出荷量
（kg）

270 36,000
240 32,000
210 28,000
180 24,000
150 20,000
120 16,000
90 12,000
60 8,000
30 4,000
０ 0６日 10日 11日 12日 14日 16日 17日 19日

平均相場
（円）

平均相場と出荷量 ／ 太田ポンカン（１月） 出荷量
（kg）

360 36,000
320 32,000
280 28,000
240 24,000
200 20,000
160 16,000
120 12,000
80 8,000
40 4,000
０ 0６日 10日 11日 12日 14日 16日 17日 19日
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16820 28198 22153
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23763 36605
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1000

この各表では、南柑 20号・伊予柑・太田ポンカンの伊方共選の各取引市場（12月～１月下旬）での
レギュラーの平均相場と出荷量を示したものです。

年内「温州みかん」相場安定も……出荷数量は大きく計画を下回る結果に……
西日本産地を中心に「温州みかん」出荷数量は計画を大きく下回る結果となった。相場は高い位置で

最後まで安定した価格帯で推移。年明け中晩柑についても「温州みかん」同様に全国的に数量が少ない
事また、円安による輸入柑橘の入荷が少ない事も重なり例年になく需要は高い。特に伊方地主要中晩柑
である「ポンカン」については近年「食味」が非常に良いことから人気がある中晩柑の１つである。
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伊方地区青年農業者連絡協議会
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伊方地区青年農業者連絡協議会では、毎年ＰＲ活動を行っています。

今回は、伊方町をＰＲすることもかねて、ふるさとＣＭ大賞に応募します。

ＣＭ大賞では様々な賞があるのですが、その中でも大賞に入選すると

７つの県で 200 回このＰＲ動画が放映されます。私たちの生まれ育った

この町が愛媛県のみならず、他県でもＰＲできるとなると胸が熱くなりま

す！審査結果は３月の番組放送内となりますので、温かい応援をよろしく

お願いいたします。

またこの動画のストーリーとしては、伊方町の主幹産業で

ある柑橘農家が祖父から親、親から子へと受け継がれていく

様子を撮影しています。是非ご覧ください！
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八西地区青年農業者連絡協議会

みかんの１人あたりの消費量は、近年の人口減

少や、若い世代の果物離れ等により年々減少して

います。このような中、八西地区青年農業者連絡

協議会は、平成 18年度より県内及び首都圏の小学

生及びその保護者等の消費者に向けた出前授業を

開催し、産地のＰＲや農業への理解促進、かんきつ

の消費拡大を行っています。

今年度は、令和元年度以来、３年ぶりに首都圏の

小学校での出前授業を開催し、昨年製作したかん

きつ栽培についてのＤＶＤの上映、みかんの収穫

体験、質問コーナー等を実施しました。

特に、みかんの収穫体験が好評で、実際に果実付

きの枝を用いて、収穫ばさみの使い方や二度切り

の仕方など丁寧に授業を行いました。

小学生からは、「なぜ小さいみかんの方がおいし

いのか」「一番大変な作業は」などの活発な質問が

出され、対応した会員は日頃の経験や栽培知識を

もとに回答しました。後日、会員が丹精込めて育

てたみかんも送付し、たいへん好評でした。

会員らは、これからの消費者となりうる、都市部

の小学生に対し授業を行うことで、自身の生産意

欲の醸成や西宇和みかんのＰＲを行うことが出来

ました。

また、２月上旬には、中晩柑の出前授業も開催し

ます。今後の青年農業者の益々の活躍が期待され

ます。
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